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「古代人たちJからラファエル前派、そしてD.G.ロセッティヘ
一一A.ギルクリスト『ウィリアム・ブレイクの生涯jを媒介として
山口恵:illl
The Ancients， the Pre-Raphaelites and D. G. Rossetti: 
A Relationship Mediated by Alexander Gilchrist's Life 01 William 
Blake，“Pictor Igηotus" 
The group calling themselves the‘Ancients' was formed in the 1820s by seven artists， 
Samuel Palmer， George Richmond， EdwaTd Calvert， Frederick l'atha111， Francis Ohver Finch， 
Henry ¥九Tater， and ¥^l elby Sherman， together with three non-artists. TheIT aim was to reassess 
so-called primitive and medieval art against wha七Palmercalled the of modern art'. Their 
taste for primitive art was enhanced by their meeting with John LU1nell and William Blake. 
Though the young artists were overpov，rered by Blake， a 111an now in his sixties， enjoyed h1s 
company. Flis influence is clearly evident in the primitive-style works of Pahner， Richmond and 
Calvert. In the 1830s the Ancients abandol1ed their‘primitive' yet avant-gaTde style through 
1ack of patronage. The formation of the Pre-Raphaelite Brotherhood. in 1848， however， fuelled 
interest in primitive and medieval art and the publication of Alexander Gi1christ's L件。f
Viliαm Bla./?e in 1863 rescued the Ancients from obliviol1. Furthen110re， the publication of the 
L的 01Vlilliam Bla!?e， a biography p1刀ducedwi出 thesupport of Dante Gabriel Rossetti and his 
brother， William lvlichael， led to the rediscovery and reevaluation of Blake. Most significantly， 
the book included the descriptiOl1s and reminiscences of the Ancie:nts recorded by Linnell， 
Palmer， Calvert， and Richmond. As the result of Gilchrist's Blake project the Anciel1ts and 
their work came to be l110re generally known and Palmer， in particular， gained prominence in 
Rossetti's circle. Frederic George Stephens， an artist and critic of the Pre欄Raphaelite
Brotherhood， praised Palmer's landscapes for their atmospheric effects and musical modes， in
terms similar to those later applied to works of the aesthetic movement. The term‘Art for 
an's sal叩， (the slogan of aestheticism) was first used by AJgernon Swinburne in his WilZiam 
Blahe: A Critical Essay of 1868 which itself began as a review of Gilchrist's Llfe 01 Wuliw1'Z 
Blα/ce 
はじめに
サミュエル・パーマー(l805~1881)は、画家ジョージ・リッチモンドやエドワード・カ Jレヴアー
トらと、 1820年代半ばに (1824:fl三9月までに結成という説もある)ロンドンで!古代人たちJ
(The Ancients)を結)戎するio ほかのメンバーは、酒家のフレデリック・タタム、フランシス・
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オリヴァー・フインチ、ヘンリー・ウォータ一、銅版画家ウェルピイ・シャーマン、パーマー
の従兄弟で株主のジョン・ジャイ Jレズ、当時はケンブリッジの学生で後に牧 I~TIî となるアーサー・
タタム〈フレデリックの弟)、そしてパーマーの弟ウィリアムである。彼らは、ロイヤル・アカ
デミー・スクールズか、年長の画家ジョン・リネル (1792-1882)を通して知り合った。パーマー
は、 18226:1:.9月にパプテイスト派のコミュニティを通してリネルと知り合った。画家ジョン・
ヴァーレイのもとで学んでいたフインチが、音楽会で、出会ったパーマーに、リネルを紹介した
らしい。ヴァーレイはリネルの絵部の!inTでもあった Q タタムもおそらくパプテイスト派のコ
ミュニティでリネルに会つt.:oパーマーと 1)ッチモンドは、 1823年に大英博物館の彫刻展示室
での素描中に、あるいは古代遺物の素描中に出会ヮたようだ。二人ともロイヤル・アカデミー・
スクールズの同じクラスの見習い生だったともいわれる。リッチモンドは1824i=1三にお歳でロ
イヤル・アカデミー-スクールズに入学したが、パーマーは入学しないままだった。カルヴアー
トは、デヴオンシャーのjl!Tに生まれ、海軍に入隊したが、芸術を志すようになり、プリマスで
学んだ後九 1824年25歳のときにロイヤル・アカデミー・スクールズの学生になった。パーマー
の従兄弟のジョン・ジャイルズに相ミの柑談をしたことから、カルヴアートはパーマーを匁!った。
ヘンリー・ウォーターは、 1819年という早い時期からパーマーと知り合いであった20r古代人
たちjは、このようなイ中間に、パーマーとタタムの弟、鏑版画家のシャーマンが加わり、結成
された若者たちの「クラブJである。こうした男性だけの f兄弟liIJは、 19世紀ヨーロッパの
各地に結成された。「古代人たちjはイギリスにおけるそのような兄弟liの最初のグループで
ある。
f古代人たち」という名は、ジョン・ジャイルズが「古代人たちはそダンな人IrJよりも優れ
ているとくりかえし主張したjことから採られたという九ナポレオン戦争終結後の保守反動
政策と自由主義運動が対立していたイギリスでは、社会的・政治的不満、宗教的不安が頂点に
達していたが、そのなかでイ云統的側値観を再評仙iする動向が生じていた。ジャイルズもこの保
守的で知的な反動に与していたようだ九この反動は、「古代人たちjの目を、「モダンJ以前の
プリミティヴ芸術、とりわけその霊性に向かわせた。その大きな原動力となヮたのは、彼らと
ウィリアム・ブレイク (1757-1827) との出会いだった。
ノTー マ一、リッチモンド、ブインチ、タタムにブレイクを紹介したのは、リネルだ。た。 1)
ネJレは年齢差、そしておそらくは階層差もあって、「古代人たち」には加わらなかったが、彼が
「古代人たちjの芸術に与えた影響は大きい50 リネルを通して、「古代人たち」の若者はすでに
60放を超えていたブレイクに出会うことができたのだから。プレイクは、彼らと出会った頃、
ジョージ・カンパーランドの『人物像や群像を杭こ成する|祭に古代の芸術家を導いた輪車[)線、彫
刻、体系に関する思索j(1796)のための銅版画をfliJ作中だ、った。この文献での「古代」が過去
の素晴らしい芸術を再生し、芸術を浄化するプログラムを示唆したように、ブレイクにとって
この詩は「柄引]と力の原初的状態、芸術のエージ、xンシーを通して回復できるもの」を指示し
ていた60 プレイクのこうした試みが、若者たちに li古代人たちjをいうグルー70!F-，を思いつか
せたとしても不思議はない Q
「古代人たち」は、形式的なアカデミーの教えや単調な誼i壇の状況に反発し、「モダン」な芸
術に対抗する芸術を生み出すことを試み、 '1お{動的な「兄弟i王iJの活動に熱狂する。カルヴァー
「古代人たちJからラフ7エjレ前iJR，そしてD亀G.ロセッテイへ一一人 ギ1レクリスト fウ1:')アム・ブレイクの生iJUを媒介とLて 55 
トはのちに「古代人たちJの時代を顧みて、 f僕たちは芸術のなかの兄弟、愛のなかの兄弟、そ
して愛と芸術が存在するためのもの、すなわち理想であり、そのなかの玄関のなかにいた兄弟
でした」と述べている7。しかし、その熱狂も 1835年頃についえてしまう。「モダン」な芸術に
背を向け、ブレイクに倣った「プリミティヴJ な株式によるイ/1':品 fl)ljff~'こ挑んだのは、パーマ一、
リ ッチモンド、カルヴアートの 3~ちにとどまった。そのよ うな彼らの作品に対して買い手はつ
かず、それぞれ生活のt量を求めなければならなかったのである。
だが、その短命に終わった活動に 20世紀になって注目が集まるようになった86 1926年、
パーマーの次男 A.Hパーマーが協力した展覧会『サミュエル・パーマーと他のウィリアム・ブ
レイクの弟子たちによるドローイング、エッチング、木版画jがヴィクトリア・アジド・アル
ノくー ト博物館で開催されたことが大きな契機になった90 184点のパーマ一作品が1']:'1展された
この展覧会は、パーマ一再評価の動きを一気に推し進めた。 1947年にはジェフリー・グリグソ
ンの『サミュエル・パーマ一一一幻影の時代Jが出版され、パーマーの影響を受けたネオ・ロ
マンテイシズムの運動を加速する100 1980年千tにはレイモンド・リスターがパーマーイ/1:J!(ものカ
タログ・レゾ不と彼の書簡集を編むなかで、「古代人たちjの活動も視野に入れた研究を展開し
た1JQ近年ではパーマーの生誕二百年を記念して 2005-6年に大英博物館とメトロポリタ ン博
物館で、パーマーの企業績を紹介する展覧会が開催され、パーマ-1リf究はますますその'1日を広
げている。この展覧会を企画した一人ウィリアム・ヴォーンは、 19世紀のヨーロッパとアメリ
カに誕生した芸術家グループ、とりわけ「兄弟閏Jの1;1]作実践に着目し、ローラ・モロウイツ
ツとの共編者 W19世紀における芸術的な兄弟!王U(2000)を出版していたがJ2、パーマー展開催
にあたり、この警のなかでは取り上げなかった「古代人たち」の活動に着目した130 このような
研究を背景にして、 2012年にはロンドンのファイン・アート・ソサイエティで 『サミュエル・
パーマ一一一彼の友人たちと追従者たちJと題した展覧会が開催された140 そして 2015年、
ヴォーンによる大著『サミュエjレ・パーマ一一一一壁に 1!.9~る影J が出版される 150 ヴォーンはその
なかで「古代人たち」の「兄弟回jとしての関係性に 1章を割いている D
1830年代にグループとしての活動を終えた「古代人たちjが20世紀に、そしていまなお注目
されているのは、じつはラファエル前派兄弟団の結成によるところが大きい。ラファエル前派
兄弟団は、夕、ンテ・ゲイブリエル・ロセッティ、ウィリアム・ホルマン・ハント、ジョン・エ
ヴァレット・ミレイ、フレデリック・ジョージ・ステーヴンス、 トマス・ウルナ一、ジャーム
ズ・コリンソン、そしてロセッティの弟ウィリアム・マイケルら 7名がロンドンで1848年に結
成した兄弟団である。彼らもまた、ラファエjレロ以前の芸術、すなわちプリミテイヴ芸術がそ
なえていた芸術の誠実さと宗教性、霊性に回帰することを求めたo彼らの作品は、「古代人たちj
とは呉なり、批判を含めてジャーナリズムを賑わし、ジョン・ラスキンを初めとするノfトロン
も現れたが、ラファエル前派兄弟団そのものは 1853年頃に事実上 「解散」してしま う。けれど
も、彼らが起こしたムーヴメント「ラファエル前派主義」はその後も引き継がれてゆく。世紀
後半にかけてその「主義Jをイ本現したのはロセッティだ、った。
ロセッティは 1860il三、『ウィリアム・ブレイクの生涯一一一知られていない画家Jを執筆!こiコの
アレクサンダー・ギルクリストから、所有するプレイクのノートを照会する書簡を受け取った。
このノートは、ロセッティが1847年4月30臼に、サミュエル・パーマーの弟で、当時大英博物
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自主の古代遺物保存室(A.ntiquesRoom)の警備員をしていたウィリアム・パーマーから 10シリ
ングで購入したものだった。この 58葉からなるノートは、プレイクが1787年頃から 1818年
まで使用したものであり、 fタイガや「ロンドン」をはじめとする多数の詩の草稿やスケッ
チが含まれている。現在、「ロセッティ写本jとして知られるこのノートは、大英図書館が所蔵
し、インターネット上でページ毎にめくることができるようにして公開されている160 ウィリ
アム・パーマーは、大英博物館のリーデイングルームにいたロセッティに、このノートの購入
を持ちかけた。ウィリアムはロセッティにブレイクの未亡人から譲り受けたと話したという
が、ヴォーンもいうように、これは疑わしい。おそらく兄サミュエルの所有物だったノートを、
ウィリアムがこっそり盗んだのだろうといわれている 170 口セッティの方も、 10シリングを弟
のウィリアム・マイケんから借りて購入したそれ以前からブレイクの f無垢と経験の歌Jを
称賛していたロセッティだったが、ウィリアム・マイケルによれば、このブレイクのノートが、
芸術愛好家や一般の西学生か以降視されていた芸術への関心をロセッティのなかでいっそう呼
び起こしたこの関心が1848年にロセッティをラブアエル前派兄弟団結成へと向かわせた
といっても過言ではない。もっといえば、ヴィクトリア紛のブレイク-リヴァイヴァルについ
て論じた和国綾子が指摘したように、この兄弟団結成が人びとのテイストを変化させ、ブレイ
クが受容される素地を作ることになるのであるさらに、ブレイクのノートは、当時、超自然
的なものに惹かれていたロセッティの前に、ブレイクのスビリッチュアリズムやネJ!J秘主義にい
たる扉を1;[，]いた210当日寺、ブレイクには、アラン・カニンガムの f有名なイギリスの商家、彫刻
家、芸術家j(1829-31)により否定的評価が与えられていた。ヴォーンによれば、その備と
は、プレイクの予言的な表l~~ は精神が乱れている証であり、彼の芸術へのアプローチは混乱し
ており、フオ lレムに視覚化する技術に劣っているという見方によるものだ、ったブレイクの
ノートを手に入れたロセッティは、こうした「規範Jj<Jな芸術が統べる見方になびくことはな
かった口
ギルクリストは、このノートに記されたブレイク作l品やロセッティの助言を大いにたよりに
して、ブレイクイ云を報[錯していたが、1861年に急、j越してしまう。ロセッティと弟のウィリアム・
マイケルは、夫の遺志を引き継いだ未ー亡人アンを助け、その遺作を 1863ij三の II~U Jt反にまで導いた
のだったD 伝記は2巻からなり、第l巻に、パーマー、リッチモン iヘカ jレヴアートら「古代人
たち」やリネルの1m想録がおさめられた。この記述が「吉代人たちJの活動を最初Jに記録した
ものとなり、「古代人たちjという小さなグループを忘却の淵から蘇らせたのである
本稿は、このような「古代人たちjとラファエル前派兄弟問、とりわけパーマーとロセッテイ
との接続点となったプリミテイヴ芸術およびブレイクへの傾倒と、ギルクリストの fウィリア
ム・ブレイクの生涯jの記述をふまえて、「古代人たち」からラファエル前派兄弟回へ、パーマー
から口セッティへと31かれたラインをたどる。そのラインは、「モダンJJJ、前の仁|コ世に新しい芸
術のインスピレーションを求めた芸術家たちの協働の1丸跡である。
日!?代人たちjからラファエJレ前il氏、そしてD.G:ロセッティヘー -A.ギルクリスト円ィリアム・ブレイクの生担当をfht1'として 57 
1. ウィリアム・ブレイクと「古代人たちJ
ギルクリストの fウィリアム・ブレイクの生涯j第33章「ハムステッドー若い弟子たち、
1825-27Jは、 1825年頃のブレイクとリネルの親交についての記述から始まる。ブレイクはこ
の領、しばしば日続出に、ロンドン郊外ハムステッドのノース...J二ンドにあったリネルの家を
訪れていた。リネルは、ブレイクと、 1818{l:、美術収集家であり詩人、!坂町家でもあったジョー
ジ・カンパーランド(の息子)を通して出会っていた。リネルは26歳、プレイクは 61歳になる
年の出会いだったが、二人は年齢差を超えて親しくなった。 1)ネyレの家でブレイタは、画家の
ジョン・ヴァーレイやウィリアム・マルレディ、医師で植物学者でもあったロパート・ジョン・
ソーントンらとともに過ごしていたお。 1821年にソーントンは、児童向けに fウェルギリウス
のパストラルjをブレイクの挿絵入りで出版していた。押絵画家の一人としてブレイクをソー
ントンに紹子卜したのも、リネjレだった。ブレイクカτ担当したのは、ソーントンj仮にウェルギ、リ
バストラノレ
ウスの『牧歌』とともに ~I又められたアンプローズ・フイリップスの f牧歌j (1708)だった。
ウェルギリウスの信奉者ではなく、むしろ古典-的な「パストラ jレjのイメージを批判していた
ブレイクの木版聞による挿絵は、ウェルギリウスの牧歌的イメージにはおよそふさわしくない
「ネガテイヴ」なノてストラjレのイメージ、だったのだ(図 1)。けれども、のちにふれることになる
が、そのモノクロームの木版部に表された「ダーク・パストラ jレjに、「古代人たち」は大きな
衝撃を受けることになる。リネルはみずからも『ヨブ記jへの銅版部の挿絵 (1826出版)やダ
ジテの挿絵を注文し、ブレイクのパトロンにもなった。ギルクリストは、この時期、プレイク
の周囲に集まった若い芸術家として、パーマ一、フレデワック・タタム(リネjレは、タタムの
建築家の父親にブレイクを紹介していた)、リッチモンド、フインチ、カルヴアートら「古代人
たち J のメンバーの名前を挙げ、彼らの思い出をページに綴った。そのページを I~司いてゆこう。
リッチモンドはおそらく 1825年にリネルとうむり合い、彼の家でブレイクに会った。会った
その日に、リッチモンドはプレイクとともに帰路に着いている。プレイクの人となり、イ午品に
ついて見聞きしていたリッチモンドにとヮて、それは「あたかも7宣言者イザヤと歩いているか
のようだったJという。リッチモンドは、「私は、ブレイクほど霊的で献身的でひたむきで、想
像力を愛おしむ芸術家をいまだかつて知らない」と、ギルクリストに伝えている。プレイクは、
リッチモンドに、「たっぷりと、親切に、心を打ち明けて話しム二人のあいだに「共感の粋」も
生じていた。リッチモンドがアドバイスと慰めを求めにブレイクの家を訪れたときには、ブレ
イクは創造力を失った自身の苦悩についても諮ったというこのような老画家へのリッチモ
ンドの思慕はつよく、後年、リッチモンドは恵子を[ウィリアム・ブレイク.J)γ チモンドj
と名付けている。
リッチモンドは早速、ブレイクから素描とテンペラの手法を教わり、 {~~f!奇いアベル~ (1825、
図 2) を JHíいた(ブレイクはテンペラを用いて〈アダムとイヴによるアベルの死体の発見~) [ロ
ンドン、テイト]をj'i'1iいていた)。三日丹が浮かぶ夜に、アベルは裸体で木にもたれる口筋肉質
の体は、ミケランジ、J二口の彫刻〈夜〉を参考にしている夜空に飛ぶこうもりは、アベルの殺
を予告する。リッチモンドは、こうした「不気味なものJへの関心を「古代人たちJ~こなか
にも高まらせたが、この関心はアカデミーで教鞭をとっていたヘンリー・フュスリや友人のセ
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オドア・フォン・ホルストの影響を受けたものでもあった270 アカデミーの学生にはならなかっ
たパーマーも、リネルの勧めで、プユスリの講義をJff[¥寄与したか、あるいは講義録を読んで、いた280
プランシス・オリヴァー・フインチもブレイクに魅了された一人だった。ブインチはジョン・
ヴァーレイに5年間出会を習っており、そのヴァーレイからブレイクについて繰り返し聞いてい
たοついにブレイクに会ったH寺、ブレイクは「すべて独創的で、あらゆることにおいて新しい
類の人としてフインチに衝撃を与えたjという 290
カjレヴアートもまた、ブレイクに [1日友Jのように温かく迎えられ、彼の家を訪問したり、
共に歩いたりした300 カルヴアートの初期作l品のなかに、 1822年と記された美しい水彩画《プ
リミティヴな衡}(@3)がある。この制作年が事実ならば、カルヴアートはこの作!日を 1824i1三
にロンドンに来る前に描いていたことになる。 だが、 i凶作年については疑問視されており、イ乍
風から 1827~三頃の作という説が唱えられている 310 林檎の木の傍らには、イヴを連想させる裸
の女性が立つ。 i直面左では、キリストを思わせる羊飼いが羊を追い、右ではろばを連れた牧夫
と荷を積んだ荷E車i区zを操る女?性3生:カが守!
ぶO この作1もはキリスト教的でも異教的でもあるが、株の官能的な女性像はカルヴアートの異
教的な古代世界への懐僚を映しti¥している。カルヴアートはロンドンに移る前にすでにブレイ
クが挿絵を描いた『ヨプ記jを購入しており、またおそらくはブレイクの f無垢の歌.] (1789， 
1794)と彼が挿絵を寄せたソーント ン版『ヴェルギリウスのパストラルjも知っていた320 プレ
イクの r?lI.~垢の歌j の[羊飼い」の挿絵の影響を、カルヴアートが揃いた《プリミティヴな街〉
の左奥の羊飼いの描写にたどることができる。カルヴアートは、おそらくロイヤル・アカデミー
でリッチモンドらと出会い、パーマ一、リネjレを矢口り、プレイクを紹介されたのだろう。
ギルクリストは、『ウィリアム・ブレイクの生波Jで、このようにしてブレイクの周辺に集まっ
た 「古代人たち」の交流について次のように記している。「彼らはみな互いにま1]るようになり、
しばしば会い、芸術についての見解を話し合ったものだった。 (I~:II ]各)ブレイクと彼の家は、彼
らの仲間うちで、「解釈者の家」としてtð~ しまれて話されるのが常だった。J 33 r解釈者Jとは、
ツリスチ ャン
ジョン・パニヤンの『天路歴程.](1678、1684)で主人公の基督者を助ける者であるヘ「727代人
たちJの若者たちがブレイクをその「解釈者Jと呼んだという証言は、いかに彼らがブレイク
を敬い、慕っていたかを示すものだろう。後の 1855年8月23日、パーマーは当時のことをギ
ルクリストに宛ててこう回想している。「歓迎の微笑みを覚えている数人の芸術家たちが生き
ています。彼らはそのとき若者でした。微笑みとともに、彼は彼らを迎えるためにあの机から
立ち上がったものでした。J35 
2.サミュエル・パーマーのブリミティヴイズム
一一官能性と霊性と結ぼれた豊穣な1:1tlt
パーマーとリネルが出会った 1822年当時、 17歳のパーマーより 13歳年上のリネjレは、上流
階級から肖像画の注文を受けるなど、すでに活躍していたil家だった。彼は、前にふれたよう
にツョン・ヴァーレイに教えを受けていた。 r風景聞の原Jlに関する論J(1816-21)を著してい
rí~íft人たちJ からラフアエJレ前派、そして D.G. 1Jセッ行へー-A. ギルタリス パウ ィリアム・アレイクの生協を媒介ょ して 59 
たヴァーレイは、戸外でlil彩を用いてデッサンする方法をリネルに奨j加し、リネルはその方法
のもと、徹底した自然描写の訓練を積んだ。ヴォーンが論じているところによれば、そのよう
な自然、描写は、 1811:)1三にパプテイスト派の信仰に改宗したリネルにとっては、科学者ウィリア
ム・ペーリーが『自然ネI学j(1802)において自然研究は千11の創造物を理解するための方法だと
説いたように、ネIJを祝うものだった。リネjレは、|当然を直接観察し、「ハードエッジJに写実的
に描写したj武景のなかに、農作業を行う人々を j'ò!j き入れた(~ケンジントンの砂利採取場》
(1811-12、|玄14)。だが、このようなラデイカルな作l見は71場に受け入れられず、パーマーと出
会った頃は、リネルが、生活のためにより慣習的な肖像闘を捕かざるをえないジレンマに陥っ
ていたときでもあった360
リネルは、 I~I 然の細音1)1ftÎ写の必要性をパーマーに説いたほか、ミケランジエロやボナゾーネ
らの11:1弘、ルーカス・ファン・ライデン、デRユーラーらフランドルやドイツのプリミテイヴ芸
術、そしてブレイクの作13:iを参照するように勧めた370 リネjレは、 1820j~三にブリユーゲJレの版
聞を購入するなど、イギリスでも早い段階でプリミテイヴ芸術に注目した~人で、ある。彼がプ
リミテイヴ芸術に関心をもったのも、「信仰の時代」であるプリミテイヴの、すなわちルネサン
ス以前のl中世芸術は笠性をそなえており、産業化が奪奪与つた労{働動への敬意をi仁:ヰ判l
は享受受，していたと考えたカかミらだ、つた38九O1リ)ネルは、パ一マ一に、芸術がそなえる霊的目的を見
つめさせ、 1=1:1 -1主ゴシック則の芸術家の道徳的かつ芸術I~<:Jな優越性を教えた390 彼らはともに大
英梓物館のプリンツ・アンド・ドローイングズ部門に所蔵されているボナゾーネらの版画を閲
覧し、ダリッジ・ピクチャー・ギャラリーでは、(現在ピエロ・デイ・コジモの作とされるコジ
モ・ロッセリーニの肖像閏だが)当時はダ・ヴインチ作と考えられていた肖像画を見た。パー
マーは、ダリッジのギャラリーを訪れた後の覚書で、この肖像阻への賞賛とリネjレが命じた「ア
ルプレヒト・デユーラーを見なさいJという言葉を書き留めている400
また二人は、 ドイツ人商人チャールズ・アダーズがロ ンドンの自邸で収集していた北方ヨー
ロッパのプリミティヴ芸術コレクションも見に行った。その最初の訪問は 1825年 8月8E!で
ある(その 2日前にブレイクもリネルとアダーズ邸を訪問している)。アダーズは、ナザレ派の
ピーター・コルネリウスの却ヲこヤコブ・ゴッチェンノすーガーカ宝1826~三にロンドンを訪問した際
ホストとなるなど、ナザレ派とのコネクションもあった。パーマーは、リネルと出会った頃、
「芸術tこ対ーするあらゆる感情を完全に失っており、オラ ンダの巨匠、カイプ、口イスダールらに
さえも最高の美しさを見出すことなく、結果としてハイ・アートに関係する期間には何も学ば
なかったばかりか、描くことを学ぶ資格さえほとんとすミっている」状態だったu それゆえ、リ
ネルとの出会いは、「モダン・アートの穴から僕を引っ張り出すために善良な天使として天国か
らリネル氏が送られたことを材lが喜ぶ」ものだった410 パーマーにとって、リネJレは、商業主義
に堕した「モダン」な芸術から彼を救い出してくれる「天使」となったのだ、った。その「天使J
は、パーマーカfプリミテイヴ芸術を十分にi吸収するのを待って、彼にブレイクを紹介する。
1824年 10月9日、リネルは、ロンドンはストランドのファウンテン・コート 3番地にあった
ブレイクの質素な家にパーマーを初めて連れてゆく。パーマーはそのときのことを次のように
記している。
60 U_il::l 
1824 年 10)~ 9 リネ jレ氏がやってきて、ブレイク氏のところに共に行った。彼
は足(あるいは脚)を火傷して自宅のベッドにいた。 67歳になっているのに活動的でない
などといえる人ではなく、多くの本に埋もれてベッドの上で、命に仕事をしていた彼は、
古代の家父長かあるいは死に臨むミケランジエロのように身を起こした。このようにし
て、そうした場所で大きな審物(フォリオ判)のー寅一頁に、彼の(彼より優れていると
は言い難い)ダンテに基づくもっとも崇高なデザインを付していた [I~ 5J 0 彼は恐れと，[架
きを覚えながらこの作品に着手したといったo (1宇1陪)そこではじめてイ業は恐る恐る僕の
デ、ザインの最初の試作品の何点かを彼に差し出した。彼の優しい励ましの言葉(キリスト
が幼子たちを帯び話したように)を|習いて、僕は、浅はかに奪ったり;言、けたりすることので
なく、その日の午後と夜仁、今まで、以上に懸命にflj!J作に励んだ。この訪問の後、この持の
{背景が-~]ïのヴィジョンのように僕の心に去来するものとなった。ひどいまやかしと腐
敗、よ品ぶった!君、かさに満ちた都会のなかで、僕の精神は彼の住まい(太陽の戦車)を大
海の真ん中にある島のようにみていた。ブレイク夫妻の人格のなか、あるいは壁に掛かっ
ていたもののなかであれ、プ 1)ミテイヴな壮大さの場所のように420
監に掛かっていたものがデユーラーの《メレンコリアDだったことが、 fウィリアム・ブレイ
クの生波jの執筆準備をしていたギjレクリストに、パーマーが宛てた 1855年8月23日付の書
街に記されている。パーマーは、問書簡で、プレイクの家でリネルと 16世紀イタリアの版酪や
古い作品をともに見たことも伝えている。とりわけ、ブレイクは初期キリスト教芸術を愛し、
ブラ・アンジ、エリコに4寺別な愛情を抱く一方で、ミケランジエロヤダ・ヴインチの作品も賞賛
していたという 430
ブレイクが住む二部屋は、「彼の貧しさを気高くし、彼の会話と非凡な才能の影響力でもって、
子たちの入口より魅力的なものになった」のだった440 その住まいがパーマーの@に[プリ
ミテイヴ、な壮大さの場所Jとしても映っていたように、リネルを過して知ったプリミティヴ芸
締への関心は、ブレイクとの出会いによってさらに高まっ
この最初の訪問の後、パーマーはブレイクと共に絵を見に行ったり、ハムステッドにリネんを
訪れたりした。ブレイクは、自宅からリネルの家に向かう途l宇lでパーマーを訪ね、二人はしばし
ばリネルの家まで歩いて向かった。後にパーマーは、ロイヤル・アカデミー展をブレイクと訪れ
た自のことを、ギjレクリストに宛てて!ill想している。ギルクリストはそれをこう書いている。
パーマ一氏はブレイクとアカデミーを訪問したときのことをよく覚えています。訪問した
際、ブレイクは天井近くに掛かっていた [T.G.]ウェインライトの作品を指差し、「大変素
晴らしいjと言ったそうです。 rウオールトンの釣り人Jからとられた場面を拙いた、 1823
年か24年に展示された作品で、した。パーマ一氏はこのように私に書いてくれました。「留
まるのに値する多くの瞬間が逃れ去る一方で、気まぐれな記憶はウェインライトの絵を見
上げるブレイクの姿を私に贈ってくれるのです。簡素な黒いスーツをきて、クエーカー教
徒の I[J\~子ではないが、かなり I[屈が広いっぱのある 11帽子をかぶったブレイクが、着rìÍlî って衣
ずれの音をさせている大勢の人々のなかに、極めて静かに立っている。私は、あなたがた
「古代人たちjからラブアエル前i氏、そして D.G.ロセッテイヘ一一人ギJレクリスト付 11)アム ブレイクの生担当を媒介として 61 
のなかに誰がいるのかについて、あなたがたがいかに何も知らないのかと患っていまし
た。J45 
1822年にリネルと出会い、 1824年にブレイクを訪れるまでの 2年間は、パーマーがピクチャ
レスクな慣習139な風景聞からプリミテイヴなIE然描写へと自身の芸術様式を大きく変えた重要
な時期である。その時期が含まれる 1824:¥1三7月15Iヨから 1826年表まで妓用されたと推測さ
れるスケッチブックが、ブζ英博物館に所;故されている。このスケッチブックには、ブレイクを
初めて訪ねた際にパーマーが I~I にした、ブレイクの f ヨブ記J の銅j坂田(第一プレート) (1玄16)
や、デューラーらプリミテイヴ芸術の影響を色濃く留める線引iのスケッチが多数残されている。
1824 :q三 9 月にブレイクの部屋を始めて訪 I~::J した際にパーマーが悲し出した「デ、ザ、インの最初J の
試作!日~IJとは、このスケッチブックに描いた、プリミティヴ芸術に倣ったスケッチだったかも
しれない。
スケッチブックを使用していた 1825年、パーマーは自身の芸術への向き合い方の変化をこ
う記している。
I~I 分の人生を芸術に関して二部に分けよう。まず、きわめて初期の年月、そのとき僕は、
もっとも素晴らしい景色と EI舎に一般的にきわめて強く純粋な感情を感じていたことを
はっきりと覚えている。従って、そのとき非常に古いイタリアとドイツの巨匠たちの作品
を見ていたら、その作品を賞賛し、模倣し、近代の人々が「効果Jと1乎ぶもので何を意味
しうるのかを不思議に思ったはずだ460
この後、パーマーは措くこと (paI1抗)を学んだが、芸術への感情をすべて失ってしまう口カイ
プヤロイスダーjレなどのオランダのi主任の作i弘さえ見ることもなかった。その結巣、いわゆる
イ・アート」については何も学ばず、描くことを学ぶ資格もなかったという 470 こうした窮
地から彼を救い出したのが、リネルであり、プリミティヴ芸術だった。初期の時代に参照した
かったという「古いイタリアとドイツの巨匠jは、カンポ・サントの壁画を描いた M世紀の画
家と、デユーラーであることが指摘されている4九ノTー マーは、カルロ・ラシニオによるカン
ポ・サントの壁酪の銅版間集 (1812)も見ていた。約 20年後の 1848年9月、ロセッティとハン
トがミレイの家で I~I にし、彼らを兄弟団結成へと向かわせたのも、このを語版画集だ、った。
ノfー マーのスケッチブックの 9ページには f詩編j104*覇13節の「桂jJ業の実りをもって地を
満たされるJ(新共同訳)と書き込まれた聖書:を手にした女性が棋たわる (1玄17)。お性の大きな
身体は曲線で艶めかしく拙かれ、その豊かな官能性は1ミ下に広がるホップ1:1の豊穣さと重なる。
女性とXIのあいだにはゴシック株式の尖塔が見え、長かさがネ1からのH営り物であることを思い
出させる。左には乳搾りをする女性と刈入れ人が見える。 遠景のJ王の上で大胆な線で表されて
いる湯光には、ブレイクの『ヨブ記j 第一プレート (I~ 6)の影響がみてとれる。パーマーは、
ブレイクを参照しつつ、仁1:1世の人びとを束ねた信lfjJ、謹書で称えられる豊穣さ、そして女性の
宮能性を重ねた、みずからのプリミティヴイズムを模紫している Q
さと官能性は、 39ページの『詩編Jを主j混としたスケッチにも描出されている (I:gj8)。
62 IJ口
間部右の男性の傍に f詩編J65編 12節の「あなたは豊作の年を冠として地に授けられます。」
が記され、簡商左の女性の傍に f詩編j136編 9節の「夜をつかさどる月と星を造っ
た方に感謝せよ。慈しみはとこしえに。J(新共同訳)から「星Jを省いた引用が書き込まれてい
る。 l~サとでは、“HARVESTMOON" (イI秋の;前月)の下で人々が輸になって日前る。パ」マーは、
聖書ーからの引用を加えて、伝統的な農業社会を称えているのだが49、横たわる左の女性からは 9
ページと同様な官能性がi架う。
27ページは『創世記j29 章 2 節をふまえたスケッチで、ヤコ、ブマが東方の土地で、 I~I にした野原
の井戸の記述、「ふと見ると、野原に井戸があり、そのそばに羊が三つの群れになって伏してい
たJ(新共同訳)を描いたものと考-えられている (I~I9)日。ヤシの木の下にいる女性の前を旅人
が通り過ぎようとしているO 女性のドレスのドレーパリーにはデユーラー‘の作品の影響がみら
れる。ただ、パーマーが描いた女性のドレーパリーは、女性の体のラインを透かして見せてお
り、細密描写のスタイルのなかに 9ページにもみたユロティシズムが漂う。ヤシの木も、パー
マーが大英博物館でみたデューラーの木j坂町〈エジプトへの逃避途上の休息}(1504頃、《型母:
の生j庄〉から)のヤシの木と類f以する。ヤシの木の周|到に集まるヰ主とパターンを描いてテクス
チュアを生み出す方法は、ブレイクの fヨブ記jの銅版聞を参照したものであり日、羊も日付言
の歌j の「羊銅いj への挿絵に i:i~Îかれた羊に似る。
パーマーは、このように13約聖書を題材にした豊能な地に官能性を絡めた「プリミティヴj
な描写を追究するいっぽうで、繰り返し畝のある1:JJ]とゴシック株式の建物を細かく線描し、 1:1=1
世の豊穣さと霊性をi司時に摘出している。ゴシック株式の尖塔のある建物が見える 57ページ
では、線とテクスチュアとフォルムを強調した丘の)ITil景が捕かれる (1~110) 。このスケッチに
は、丸い丘のようなコテージ、急斜面、大きな三日 j号、そしてこうもりも見える。これらのモ
チーフを用いて、パーマーは 1825:i三、セピアのドローイングを制作する52Q
セピアのドローイングは6点制作され({早朝}(133舎の風景~ <レイト・トワイライト~ {麦で
満たされる IIIJ~谷} {姉ける雲の|峡谷}{森の縁})、。jドける雲の1決谷〉をi除いた 5点は明け方か夕
方の薄明のパストラJレをtij!いている。パーマーは、これらのドローイングで、鋒とペンを用い
てセゼアを塗ったよにワニスのj音を重ねて、銅版聞のように濃いラインをヲ!いた。そうするこ
とによって、スケッチブックで、試みた京刺市のノTストラ jレを、ブレイクの作l品に倣った「プリミ
ティヴj なテンペラ函のようにみせたのだった。〈早朝~ (I~I には、スケッチブック 57 ペー
ジに拙かれた丸い丘のコテージと急斜面[が払l'i 1-pれ、また木々の細部i:i~i写もセピアの色彩とワニ
スの艶を伴う。《麦で満たされたl峡谷}(窓口2) や〈森の縁~ (@ 13)に挿入されたこうもりは、
リッチモンドが同時期に制作していた〈羊飼いアベル~ (I~I 2)に招き入れた不気味さを表すモ
チーフである。いっぽうで〈麦で慌たされた1政谷》のオリジナルな台紙には、ヰ"1が授けた農作
f詩編j65 *漏 11-13節からの引Aが記されていたことをふまえると回、スケッチブック
で試みられていた農鋭さと不気味なものとの組み合わせが、セピア色のバストラルでも繰り返
されたことがわかる。
ノTー マーがスケッチブックとセピアのドローイングにおいてプリミティヴなスタイルで表そ
うとしたのは、官能性と不気味さ、そして霊性と結ばれたに1:1世の査役さである。このスタイル
が、パーマーが1826.11三に移住したショーラムで制作した作Jilで、色を;貯ぴるようになる。
「7J;代人たちjからラファエlレ前iJR、そしてD.G.ロセッテチへー-A.ギルクリスト fウィリアム、プレイクの!.;l:A誌を媒介として 63 
3. ショ}ラムでのパ}マーと「古代人たち」
1826年夏のはじめ、 I:B方の祖父の遺産を譲り受けたパーマーは、ケントナト|ショーラム村に移
但iする。ショーラムは非国教徒のパフ。テイスト派が多い地域にあり、父がバプテイスト派の説
教を行なうため訪れていたであろうことが推測されている540 パーマーの弟で彫刻家になろう
としていたウィリアムは、兄と j司椋に祖父の遺産を譲られて、兄、父、乳母のメアリ・ウォー
ドとともにショーラムに住んだが、生活の心配がなかったカ jレヴアート以外の若い芸術家たち
は、ロンドンで、イ/Filを売らなければならず、ナザレ派がローマの竪イシドーロ修道院に移り住
んだようには、「古代人たちJが共にショーラムに住むことはなかった。また 1829年にリッチ
モシドは、キリストを思わせる長髪で髭をたくわえ、ナザレ派が身にまとヮたような中世風の
衣lJIl(を着たパーマーを i'Ni いたが、 l司|時期の I~I 酒像では髭をそったファッショナブルな自身の姿
を表したように、彼らは、ナザレ派のようには、|可じような衣装に身を包んで制作することも
なかった550 だが、パーマーのショーラム滞在時期 (1826-35)は、「古代人たちjの活動時期
(最も活動していた時期は 1825-32年)にあたり、グループとしての様式やマニアェストもな
かった彼らにとって、ブレイクへの思慕に加えてショーラムが彼らの「古代人たちjとしての
アイデンティを支えた場所になったことはまちがいない。ブレイクも少なくとも一度は、カル
ヴアート夫妻とショーラムを訪れている。
1827年6月末からおIH)dこかけて、肖像画を受注して得た収入で、リッチモンドがショーラムを
訪れた。リッチモンドは労働者のパーラム氏の家の部屋を間借りして滞在し、 4月に着手した
羊飼いの銅版画を制作した(未完に終わる)。パーマーは 9月、その鍛版画を制作するリッチモ
ンドを描いている (12?114)。この部屋で彼らは、シェイクスピアの『マクベスj(1606初演、
1623刊行)やアン・ラドクリアの『ウドルフォ城のミステリ-j(1794)などを読んだ、。 同年、
リッチモンドは、 fマクベスJの第2幕第2場からの引用がある銅版画〈死の触れ役>(ロンド
ン、大英 I~jt物館)を flj!J作する。 rマクベスj は「古代人たちJ が共有していた「不気味なもの」
への関心を喚起する題材だった
おそらく f古代人たち」の他のメシパーもショーラムをこのときに訪れたのだろう。彼らは
お気に入りの fマクベス』やアン・ラドクリフのゴシック小説を|暗唱しながら、夜、散歩をし
た。この行部Jを奇1受におもった村人たちは、彼らを..extollogelず (土地の言葉で「昼占いI:@J
を指す)と呼んだ560
歩くことはお世紀末から 19世紀初頭にかけて、あるいは知的、あるいは政治的、あるいは
霊的な意味合いを持つようになっていた。ワーズワースやコールリッジらロマン派の詩人は歩
くことによって、産業資本主義に反対した。夜の歩行:はとりわけ、啓蒙主義が霊視する芝1.性の
光から逃れた風景、 11IJ、そして魂の 11音がりを切り l~fJく行為となったのだ。歩くことはまた、自
1:1を肯定する行為であり、さらにワーズワースが友人のロパート・ジョーンズとともにフラン
スからアルプスへと徒歩旅行をしたように、集団ItJな友好関係をも合意するものだった570
いっぽう、 19世紀始めの道には、ナポレオンとの戦争後、浮浪者になって通りで物乞いをする
元兵士たちやその家族も多数いたという出。
ブレイクもまた、啓蒙主義の光に反対し、そのような夜のロンドンを歩いたのだった。『経験
64 山口
の歌Jにおさめられた「ロンドンj(1783-'94)でブレイクは、夜の歩行者として詩人・予言者を
登場させるd
私は特絡が与えられた通りを歩きまわる
そばには特権を与えられたテームズ)1 Jが流れている
出会った一人一人の顔に
3さと苦悩のI:jlを自にする59
詩人は夜のロンドンで、放浪者、娼婦、物乞い、貧しい労働者を I~I にする。そのものたちは、
利益を求めて所有する者、あるいは許可を待た者たちによって「特権j化された通りや)1から
はじきだされた人たちだωQブレイクがソーントンj授の押絵に描いた羊を失った羊飼い(国 15)
は、ロンドンまでの 62マイルの夜道を一人孤独に歩いている。芸術家として認められないブ
レイクは、自身の佐しさをこの学飼いの姿に託したのだろうロンドンを一人歩いてきたブ
レイクは、リネルやパーマ一、リッチモンドらとそのぞtyを歩き|回ったとき、友愛のJ感情を初め
て抱いたにちがいまい。だがまもなく 18276:1ミ8月121:1、ブレイクは69歳で亡くなった。 リッ
チモンド、カルヴアート、タタムは、葬儀に出席したカ宝、パーマーはショーラムに留まった。
レイモンド・ 1)スターによれば、悲しみがパーマーを葬儀から遠ざけたのか、あるいはブレイ
クの死を告げるリッチモンドの手紙の到若が遅く葬儀に間に合わなかったのか、不 I~~ なまま
だ62Q
ショーラムのパーマーに話を戻そう Q リッチモンドがロンドンに帰った後の 1827年 1月
14 13、パーマーは、「夜、の夏、ショーラムの真夏を輝かせた君とのつきあいから得られる喜びと
教えを奪われた冬は大きな喪失となる」という文章から始まる手紙をリッチモンドに宛てt.:o
その手紙で、パーマーは f君と話をしたくて、次にlHJに行く 1寺までイ寺てないほどだjとも書き、
ショーラムでの孤独を訴えている630
カルヴアートもショーラムを訪れたが、すでに結婚し家族を養っていた彼の滞在は短期間の
ものとなった。 だが、ショーラムの)J主沃な大地はカルヴアートにもインスビレーションを与え
た。彼は、ソーントン版のブレイクの挿絵の影響を受けて、木版画を試みるようになる。木版
画〈耕作者>(1827、ロンドン、テイト)には、「我らが救世主キリストによりヴィジョンが天国
の王国に見るもの」というテクストが添えられている。古代ギリシャの彫刻を思わせる裸体の
耕作人が右上の羊飼いのキリストを見つめている。カ jレヴアートは、さらに異教的で官能iねな
木版画《林檎ti自の祭> (1828、ロンドン、大英博物館)のほか、〈花嫁~ (1828、ロンドン、大英
i専物館)などの銅版画やリトグラブイーも制作した。〈牧歌 I~I'J な部屋) (1831 、 I~ 16)では、視!
の男女のいる部屋の扉から豊かなパストラJレが見える Q 女性の足下の徒にも豊能を示す林檎が
積まれている。パーマーは仁!コ世のパストラルに豊様と不気味さを描いたが、カルヴアートは自
身のプリミテイヴイズムを、より直接的な官能の世界に探ったのだった。
ノTー マーが下絵を描き、「古代人たち」の一人ウェルピイ・シャーマンに木版を依頼した《三日
月のもとでの Jj文稔~) (1828頃、 l玄117)も、ブレイクのソーントンj恨の挿絵とカ jレヴアートの木!坂
田の影響を受けて粗く彫られた木版泊である。この小さなイ1:J!f1 ~J は、「古代人たち J が互い
J17代人たちJからラファエルIJ首長、そして立G;1コセッティへ一一時A.ギルクリスト fウィリアム，ブレイクの生iHLlを媒介として 65 
を与えながらショーラムでイ窃{動的にtli!J作していたことをもっともj映し出すメルクマーjレのひと
つである。
このようなイlド問たちと短期間でもショーラムで過ごしながら、パーマーは制約三に励む。その
なかでもヮとも「プリミティヴ」な株式で拙かれたとされる作品が、 {J王の景色~ (1826-28頃、
ロンド二ヘテイト)である。ゴシック様式の教会の照ItIで豊かに麦が実る。パストラルに三日
月の神秘的な光が届けられる o 1rjJ 1:¥Jとの夜の散歩は、パーマーにこうした夜のパストラルに向
かうインスピレーションを与えた。
だが1828 にすでに、パーマーは「古代人たちjの仲間の足がショーラムから遠のいている
ことをl嘆く手紙をしたためるようになる。 1828年6月24，日のリッチモンド宛の手紙で、パー
マーはリッチモンドやイ也のメジノてーカfショーラムを三方れないことをl嘆いている oiウォルタ一
氏ヤカルヴアート氏は、ショーラムを百マイ jレも離れているとなぜ考えているのだろう。たま
たま道に出させて少し歩かせ、少し馬車に乗せましょう。そうすればまもなく谷間を見下ろせ
るはずです。J64そのリッチモンドも 1830 年 1 月フレデリック・タタムの妹ジコ~ 1)アと駆け落
ち同然でスコットランドで結品寺したのちは、ショーラムを訪れることはほとんどなくなった。
シャーマンとウォルターはショーラムに残り、リネルは、知られる限りだが、 1828ij人 1829年
(リッチモンドに|百Jqi-)、そして 1833年頃にも、ショーラムを訪れていた。仲間たちの訪問は
めっきり少なくなっていったが、それでもパーマーは、村人たちとの交流を続けながら、異彩
を放っ傑イ11':、〈ショーラムの庭~ (1829 頃、区118) や〈魔法の林檎の桜~ (1830領、ケンブリッ
ジ、フィッツウィリアム博物館)を生み出した。これら2点は、パーマーがごく親しい人にし
か見せることのなかった作品で、ある。'I7I惚とした色彩は、彼が豊穣さと結んだ官能性をT@iliか
ら放っている。
いっぽうでパーマーは、 1825~q三に制作したセピアのドローイングよりも に染めた fダー
ク・パストラルj も何点も描出している (1~119) 。パーマーが「黒い絵J とよぷこれらのモノク
ロームのパストラjレは、仲間との夜の散歩が生み出した作1iだ、が、同時にショーラムでの孤独
な冬に彼が感じた「思考の衰え」がもたらす恐怖感と「窒息の苦しみJも反映した、死や未知!
なるものへのヴィジョンを現したものでもある。パーマーは、黒い|認の彼方に判!の力を確かめ、
畏怖と霊性を現したのだった650
ショーラムは、パーマーに、霊的で、、官能的で、そして神から贈られた実りを表したプリミ
ティヴな作Jfilをもたらした「ヴイジョンの谷間Jであった。 1830年、そのショーラムが暴動に
巻き込まれる。 農業労働者が間窮した生活と!脱穀機の導入に反対した「スウイング暴動Jがケ
ントナ1'で勃発したのである。ショーラムは暴動が発生した地域に位置しており、 9月にはパー
マーの知り合いの農夫ラヴ氏も放火の被害を受けた。パーマーはこの年、この|時期には珍しく
PAINTED 1830 AT SI-IOREHAM KENT. S_ PALMERと制作年とj}JjJYi-が明記された〈夕暮の教
会から家路につく~ (1830 、 I~ 20)を描いた。ショーラムの教会は尖塔がないことから、ここに
拙かれた村は、パーマーが理想とする、自然と宗教と人々が結ばれた中祉の共同体である660
礼拝を終えた人びとカf帰路についている。すでに指摘されているように、この村人たちには、
ブレイクのソーントン版の挿絵や『無垢の歌jの「笠木曜日Jで、行:進する人物の影響がみられ
る。またこのfl:1見は、パーマーカfブレイクに倣ってテンペラをFl=Jいたプ1)ミテイヴ、な作1のな
66 t.l.1仁i
かで知られる限り最後の作品でもある印。テンペラの光沢が表すやわらかく神秘的な月光に包
まれるなかで、アーチ;17(:vこなった木がゴシック式の教会と人々を守る。パーマーは、この作品
で、 f皮が愛したパストラJレに、そしてブレイクにもオマージュを送ったのだ。
このパーマーの作品で、も示唆されるように、プリミティヴ芸術に傾倒した芸術家たちは、新
しい芸術と、階層的で父権的なi宇!主l時代への回帰といった反対方向を向いたものをi司H寺に熱望
した。これは、ヨーロッパ各地に結成された兄弟団が、プリミティヴ芸術を再評価して権威的
な芸術に反;棋を翻しながら保守的でもあった事実とi呼応する。じっさい、「古代人たちJも、保
守的なトーリ一党を支持した。パーマーは政治的活動に参加し、 1832年の改正法案発令後の選
挙で保守派のトーリ一党候補を支援するパンフレットを出版する。パーマーは、改革法案は産
業資本家を中心とする中産指紋に利益を与えるものであり、農業労働者や他の貧困に苦しんで
いる者には何の窓恵ももたらさないと考えたのだった680 この考えは、パーマーが1828il三に
リッチモシドに宛てた手紙にすでに表されていた。「イ~Éは僕たちの素晴らしいイギリスの農民
を愛しているので、かつての高潔なトーリ一党がベストだとおもう Q なぜならば、彼らは貧し
き者に一番自!主l を与えていたし、ホイッグ党の!き1:1:1 野自I~や非|語教徒派のように気難しく陰気で
も殺気立ってもいなかった。J69 
けれども、〈夕暮の教会から家路につく〉の後、パーマーのプリミテイヴな株式は姿を消し、
代わって彼はより慣習的な様式で、パストラルを描くようになる。画面にはノスタルジーカτ漂
い、 Ji:l-l主的なパストラ jレが彼のなかですでに過去のものになったことを示唆する{木材の荷
車}(1833-34頃、|翠21)では、大きな木の幹を載せた荷車を牛が村の方へとヲ|っ張っている。
村人たちが荷車の周図に集まり、下方に広がる村を見ている。彼らは、パーマーも、村のなか
にはいない。外側からパストラルを見ているのだ。パストラルは、桁1敬した視点あるいは外側
からの視点で見られるものになった0.1835年の〈バストラルのj武景)(オックスフォード、ア
シュモリアン博物館)の左上の海:は、パーマーのデヴオン旅行 (1834)の影響をとどめており 71、
この海の抗写が!?自いた風景のなかに、ショーラムの「ヴィジョンの谷1J は姿を消してゆく。
(1民る羊飼い)(1834-5頃、個人蔵)は、パーマーがショーラムで描いた最後の一点である
パーマーにヴィジョンを見せた風景は、もはや副次的なものとなっている。
レイモンド・ 1)スターは、「古代人たち」がショーラムに寄せた関心について、「概して主観的
で芸術的なものjであり、現実の農民が抱えていた問題よりも、「ヰ!IJが与えた潤沢な領域で、満足
し、幸福で、謙虚な状態で生きている13舎の人びとを描くことを望んだ」と述べている730 じじ
っパーマーも、柔らかな月の光に包まれたに!コ世の豊かなパストラルに生きる牧人や村人を摘し五
た。だが、彼はいっぽうで、ショーラムで「黒い絵」を制作し、前出の《ショーラムの庭〉や
〈魔法の林檎の樹〉では宮能的ともいえる色彩で彼のヴイジョンも現した。最穣と不気味さと
官能性、そして笠性を結んだ彼のプリミティヴなパストラルは、リスターがいうただ「幸せで、
謙虚な状態」を表しているのではなく、人間の恐怖と官能がilWJ巻く状態が表出されたものでも
ある。
支援者をみつけることができなかった「古代人たちjのメンバーは、それぞ、れ;1貫習的な株式
で制作するようになってゆく。パーマーは1832年秋、ロンドンに家を購入し、徐々にロンドン
に拠点を移し、 1835年9月までにはロンドンでの生活を再開する。 1837年9月、ノ Tー マーはリ
[古代人たちJからラファエル前派、そして D.G.ロセッテイヘー-Aギ、jレクリスト 5ウィ 1)アム目ブレイク を媒介として 67 
ネルの長女ハンナと結婚し、翌月妻とともにローマに旅立つ。この旅にはリッチモンド夫妻も
同行した。パーマーは、ローマ近郊のヴイラ・デスチで糸杉をj'Uiいたが、その際「芸芸術で本当
に進歩したと感じた」と、義理の父親となったリネルに宛てている
f古代人たち」の協働は、市場的には失敗に終わった。その彼らの芸術が19世紀ヴイクトリ
ア初で忘れ去られることがなかったのは、ラファエルmr派の結成によるところが大きい。彼ら
は、「古代人たちjが注目したプリミティヴ芸術と1こ!世芸術のリパイパルの波を起こしたばかり
でなく、とくにロセッティがブレイク芸術を再評価したことにより、「古代人たちjがブレイク
を語る|際にみずからの「兄弟司」についてもにiを開く機会が与えられたのだ、った。「古代人たちJ
についての最初の出版物は、前述した、 D.Gロセッティと W.Mロセッティが協力したアレク
サンダー-ギルクリストの fブレイクの生涯J(1863、改訂版1880)であり、この蓄をもってブ
レイク再評価の波が起こる。
5. I古代人たちJとロセッティ兄弟一一ギルクリストの『ブレイク伝j
ロセッティは、パーマーの弟のウィリアムからブレイクのノートを購入した約一年後の 1848
年、仲間 6名とラファエルmr派兄弟12を結成する。冒頭で述べたように、ブレイクのノートを
入手したことは、ロセッティがラファエル前派兄弟回を結成する大きな契機となった。グルー
プ名が示すように、ラファエjレ前派兄弟iま|も、「古代人たち」のメンバー、とりわけパーマーの
ように、 Eルカ兄弟|盃(のちのナザレ派)の影響を受け、ラファエッロ以前の「プリミティヴJ
芸術がそなえていた芸術の誠実さや宗教性を回復することを目指した男性だけの「兄弟回jだっ
た。 1840年代、プリミティヴ、芸術への関心はいヮそうの高まりをみせていた。 1830年代、ナ
ショナJレ・ギャラリーは、パーマ一、プレイク、リネルが訪れたアダーズ邸の初期北方芸術コ
レクションの)構入を資金不足を理由にして拒んだが、 184Jil:にブリティッシュ・インステイ
テューションで開催された「オールド・マスターJ展でヤン・ファン・エイクの〈アルノルフイ
ニ夫妻の甫像} (1434.) が熱狂的に迎えられると、翌年そのイ!l~品を最初の「プリミテイヴj 絵画
として購入した750 政府は、チャールズ・イーストレイクやウィリアム・ダイス、メリフィール
ド夫人をイタリアに派遣し、初期イタリアのプレスコ翻を学ばせたほか、ウエストミンスター
宮殿の再建にあたり、室内装飾についてナザレ派のコJレネリウスにアドバイスを求めている760
このようなプリミティヴ芸術持寄IZ1illiの波がイギリス I~内でブミきなうねりをみせたときに、ラ
ファエル前派兄弟団も設立されたのだった。
1848 i:j三の兄弟12設立当初、ロセッティとハントはスタジオを共有するなど、協働的な制作活
動を行い、兄弟|厄由z到iのメンパ一の!問1打喝¥Jで
ミ一の芸手引術Ir行7規j北1範に巽をi刊可唱I正J長品2-;えてi制1叫j辺リイ干竹作!l乍F:したイ作/介乍1=品は;激数しい批1半宇判:司uのi的1拘台になつたが、彼らは、，1古代人たち」
とは呉呉-なり、気鋭の美術評論家ジョン・ラスキンの擁護を?尋て、パトロンも見出すことに成功
した。けれども、 1853年頃には兄弟i王|は行幹数Jしてしまう。¥ゴセッティは、プリミティヴ芸
締の宗教性から/)JltfL、主題を、中
?こ一口
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1856 年、ロセッティの弟ウィリアム・マイケルは、元陸軍大J~jオーガスタス 'A. ラックスト
ンから、翌年アメリカで英由美術展を開催するプロジェクトへの協力を求められる。ウィリア
ム・マィfケルは、 ζの展覧会を準備するなかで、「古代人たちjのメンバーだヮたフランシス・
オリヴァー・ブインチとジョージ・リッチモンドに会っているο二人とも、「ブレイクの知り合
いJということでウィリアム・マイケルの関心をヲiいたのだ。彼は、 *i者については、 rl古典
的Jスタイ jレで、むしろ慣習的に時代遅れだが端正にj風景を描く水彩画家と記し、後者につ
いては「ファッショナプルで敬愛する肖像画家」と呼んだ。彼らはもう[古代人たちjではな
かった。さらに、ウィリアム・マイケルは、[詩的な風景画を水彩で、描く画家Jパーマーにも兄
のスタジオで一度か二j支会ったと記録している770 ウィリアム・マイケルが、英由美術展の関
係でパーマーと会ったとすると、兄ロセッティも 1850年代後半にパーマーを知っていたこと
になるが、パーマーは 1862年6河27!:[のギjレクリスト夫人アンに宛てた手紙でロセッティの
訳詩集『初期イタリア詩人たちj(1861)に言及し、「ロセッテイはきっと賞賛に値する人物にち
がいない!Jと書いているところをみると78、パーマーとロセッティの面会はギルクリストと
ロセッテイが出会った 1860年以後の可能性が高い。
ギルクリストは、ブレイク伝執筆に向けて、 1855年にパーマーからブレイクに関する話を開
く機会を得た。ときには夜通し、ギルクリストは安アンとともにパーマ一夫妻とブレイクにつ
いて語り合ったという 790 ギルクリストのブレイクへの興味は、 トマス・カーライルとの親交
によっても高まっていた。このff~交は、カーライルが、ギルクリストが 1855 1:1三に出版した酪家
ウィリアム・エッティの伝記を称賛する書簡をギルクリストに送ったことから始まったもので
ある。ギルクリストは、翌 1856年、ロンドンのチェルシ一地区にあったカーライル邸の|殊に転
居した。ギルクリストのブレイクへの関心は、古本屋でプレイクが挿絵を描いた fヨブ記』を
見つけたことにより、ますます高まっていった。カーライルもブレイクの fヨブ記』を所有し
ており、ブレイクを評価していたのだ。こうした交流から、ギルクリストはブレイク再評価に
挑むようになる。前にふれたように、アラン・カニンガムの『有名なイギリスの画家、彫刻家、
芸館家j(1829-31)の影響下で、ブレイクにはネガティヴな寄j21iUが与えられていた。ギルクリ
ストは、その言~Z似を改めようとしたのである。
ブレイクイ云の執筆を進めるギjレクリストは 1860年 11月、ロセッティと初めて会う。ギルク
リストは、誰かからか、ロセッテイがブレイクのノートを所有していると聞き、ロセッティに
そのノートを見せてくれるように頼んだのである800 ロセッティは、所有するブレイクのノー
トの出版を弟とともに思案していたこともあり、ギルクリストと急速に親しくなり、彼に「出
版可能な (printable)内容をすべて出版することJを条件にノートの利用を許すとともに、彼の
ブレイク伝の執室i計二協力するようになったこの条件は、和国綾子によれば、「ロセッティが
重要視していた『公衆に告ぐjゃ f最後の審判のヴィジョンJに表明されたブレイクの芸術論
が排除されることは、一切認められないという彼の強い意思を示すものであった。J821847年
にパーマーの弟からブレイクのノートを購入したときから 13il:の1寺を経て、ロセッティはふ
たたびブレイクと向き合うこととなったのである。このときロセッティは、スウェーデンボル
グをはじめとしてスビリッチュアリズムにさらに関心を深めており、同様にスウェーデ、ンボル
グの影響を受けたブレイクに、いっそう{頃倒していった。
「古代人たちjからラフアエル前派、そしてD.G.ロセッティへ一一司A.ギルクリスト fウィリアム・ブレイクの北j日誌を様介として 69 
1861年8月271:1には、ロセッティはブレイクのノートに含まれていた垢の予兆Jをみず
から転写してギルクリストに送っている。そのi降、ロセッティは詩の一部を削除したり、別の
場所へと移動したりする「編集jを行ったことを告げている。さらに、ロセッティは|奇書簡で、
ブレイクの詩 f微笑みJI金の網JI夢のl主IJI水晶の将UIメアリJIウィリアム・ボンドJr背高
のつぼのジョン・ブラウンと小さなメアリ・ベjレjに言及し、ブレイク{去に挿入する詩につい
て意見を述べている。こうしたロセッティの協力を待てギJレクリストは、ブレイクイ去の執室長を
進め、ほほ完成させていたが、 1861王子 1 月301:，子供が，限患した狸紅熱にl自身もかかり、急
逝する口問1:1、ロセッティはギルクリストに宛て、病状を心配し、ブレイク{去に関するE)J力を
1:1=1し出る書簡を送っていたが、その書簡も読まれないままだった830
ギルクリストの未亡人アンによると、プレイク伝は夫の生前に「補選Jの章を残して実質的
には完成しており、最初jの8章まですでに活字が組まれていた840 ロセッティも 1)月191:1の
ギルクリスト宛の書簡で最初の 2シートを読んだことを伝えている850 12月5日、ロセッテイ
は、アンに宛て、弔意を伝えるとともに、弟のウィリアム・マイケルとともに、ギルタリスト
のブレイク伝の出版を手助けすることを1:1=し出る860翌1862年 1月には、アンに宛てて、生前
の写真を用いてギルクリストの肖像画を松市、ブレイクイ去に掲載する提案を行っている
が2月に、今度はロセッティを悲劇が襲う。妻エリザベスがアヘン斉'Jの一種ローダナムを過剰
HJi月3し、亡くなったのである。妻を失ったロセッティは、アンとの1o¥Jに「苦悩の糾」を感じて
いると宛てる 同年8月には「ブレイクの絵画と詩の功績は彼の生涯において注目されるべ
きだった」とブレイクのlE当な評佃iを君主え、細部にわたる4交正のイ乍議長を千?っている890 10月2
目、ロセッティは、エリザベスと過ごしたチャタム・プレイスの家を離れ、ギルクリストが住
んだ地区と伺じチェルシ一地誌のチェイニ・ウオーク話番地の「テューダー・ハウスJに入居
する Q アンには、「いつかあなたにチェルシーの新しい家を見せたい。 1年前だったらどんなに
よりすばらしく幸せだったか!Jと書いた900 その後もロセッティは弟と入念な校正を行うな
どしてアンを助けながら、 1863年 1月から 6月にかけて、ギjレクリストが論点に関するメモを
残していた 1m遺jの章を執筆。 8月、ロセッティは、 1業はこれをブレイクのため、あるいは
あなたの夫のため、もしくはあなたのためにしたのだろう」と記し、そうした4談会を与えてく
れたことに感謝している910 こうしてみてくると、妻を亡くしたロセッティにとって、ブレイ
ク伝の編集はそのショックを癒してくれた作業だ、っただろう。じじつ、ロ七ッティはこの作業
の後、 18636:1三冬、安を追悼する〈ベアータ・ベアトリクス〉に若手している。
この1札弟のウィリアム・マイケルもブレイク伝のために、じっさいにブレイクを知ってい
たリネルとフレデリック・タタムに面会し、二人からブレイクや彼のイ/1':1話について話を開き、
書簡のやりとりをした。 1)ネルがブレイクに注文したダンテのf判I1Uを描いた水彩のシリー
ズ(I玄16)はリネJレが所有しており、ウィリアム・マイケルはこれらを精査して、みずから作成
した「注釈付カタログ」に詳細l'こ記述している。タタムもブレイクの未亡人から「謎めいたj
素描や詩、ノートを譲り受けたが、タタムは狂信的な信心家の影響下でこれらの多くを破棄し
てしまった920
ついに、 1863年10月、『ウィリアム・ブレイクの生涯J全二巻がマクミランから出版される
(I;gl 22)。ロセッティは、マクミランを率いるアレクサンダー・マクミランとも交渉し、二巻本
70 IJ41二i
ので、の出版に導いt:.o アンは1863年5月15EIの日付がある「序jでロセッティ兄弟に誠意
を表したが、他にロセッティの名が記されるのは fブレイクの銅版邸のデザイン」に関する結
論部分のみ(しかもイニシャルのD.G.Rとして)、 ロセッティの弟の名前W.M. Rosetiが記
されるのは彼が作成した「注釈付カタログ」を説明する部分のみである930 このように自分た
ちの名を表面に出さないのは、ロセツチイ兄弟のギルクリストへの想いからのものであること
が以下のアンへの手紙からも読みとることができる。アンもまた夫が唯一の著者であることを
示すことを望んで、いたようだ940
ほかの者たちの手によって警かれた追加部分について、あなたが謝辞か加の場所で詩る内
容について弟と話してきました。その内容は、そうした追加がなんであるかを述べるにあ
たヮては雄かに望ましくないものではないでしょう。そのようにして伝記以外の部分がオ
リジナルの著者以外の者によるものだと明示するためにも。私の5gtiWを最終業とfヨブ記j
の記述にあてがわれるものとして(I司 1]寺に第 2 吉I~の編集者を示すものとして)記載したい
とお望みならば、何の反対もありませんO だが、これを少しも望んでいるわけではないと
いうことをどうかご理解ください95口
第l巻はブレイクの生涯を詳らかにした全39章からなり、第2巻はプレイクの詩、 f無垢の
歌j、日経験の歌』、未発表の詩、散文、書簡、油彩画、水彩画、素描、銅版画の注釈付きカタロ
グ、銅版画の複製が収められた SeJectionsである。この第2巻を編集したのは、ロセッティと
弟だった。ロセッティは第2巻に収められた銅版閣や、両方の巻をtiI!iるブレイク作品の複製の
ほとんどを選定した。
ロセッティは、先にふれたように「補選」の章(第39章)を訴し、第32章「ヨフ事さの創出J
の空所(i草絵の解説)も埋めた960 また弟によると、『エルサレムjについて論じた第21章も部
分1~10 にロセッテイが担当した(挿絵のコメント) 970 1"補遺jの章で、ロセッティはブレイクの
田家と詩人としての功績を評価する。画家としてブレイクは、詩人が言語を記憶するように、
iI!Ii家も自然を記憶するように考えたという。ブレイクは自然、を模倣することを自身のjレー ルと
したが、それはモデルをi'¥ljくということではない。なぜなら、モデルの使用は、画家の心から
概念や記憶を消し去ってしまうからだ。ブレイクの「きわめて独創的でプリズムのように多彩
の色彩のシステム」では、「真実の驚くべき、新しい効果jを生み出す色彩が並んで、置かれてい
るが、こうした彩色は、現在の「新しいイギリス派jの芸術を特徴づけるスタイルの先駆けだっ
たという。前出の和田綾子は、ロセッティがこの記述において、ブレイクを「ラファエjレ前派
の先駆けJとみなしたと論じている980 ロセッティは、この色彩のシステムは時に人々を当惑
させるものの、これまでの酒家が夢にも思わなかった概念を具体化するためのものであると
けて論じたことも、ラブアエル前派、そしてみずからの前衛的な芸術にふれる。ロセッティは、
そのようなブレイクの作品に自然の「抽象的な真実」を認めつつ、それは法外な方法で、拙かれ
たのではなく、あくまで「道理にかなった絵町上の方法」で表されたという 990
自然科学のもっともおi象的な真実がこの新しい画家によって試みられただけでなく、じっ
「古代人たちJからラファエル前iJ氏、そして D.Gロセッテイヘー -A.!¥"Jレク 1)λ 卜{ウィリアム・ブレイクの創出を楳介として 71 
さいには道J1JIにかなった絵悶上の方法で、それがもたらされている。われわれの自には、造
形的だが完全に非現実的ではない71~ と色合いで、有機的な笑体と、生命の ìilVr 次的な展開と
永遠なる浸透の混ざりあいカ宮、ともかくもi映されているのだ1000
こうした記述から、ブレイクの新しさを評価しながら、それが絵間的な違反をしたものではな
いことを強制するロセッテイの態度がみえてくる q ブレイクの新しい芸術を世にま1:1らしめたい
というロセッティの強い思いが、 Jこのような文章を書かせたのだろう。和田綾子は、ギルクリ
ストがロイヤル・アカデミーの1'1J代会長ジョシュア・レノルズを「パビロンの娼婦jや「反キ
リスト者」になぞらえるいっぽうでブレイクの f新しい芸術」を称えた点に着目し、そのこ人
の評価の逆転を「ブレイクの言う真の芸術の復活とその偽物の排除を象徴するもの」と論じ
た1010 この点において、ロセッテ ィにとってブレイクはまさにラファエル前派の先駆けであ
り、またこの点においてまさしく「古代人たち」とラファエル前派は結ばれている。
ロセッティのこうした思いは、プレイクの詩に関する叙述にもあふれでいる。ロセッティは、
i[ブレイクの〕たいていの詩、いやほぼすべての詩が一般的な迎j砕からかけ離れているので、
ほとんど流布することがなかった結果、彼のl時代からわれわれのl時代に至るまでわれわれの前
にもたらされてきた、あれこれの力を示す極めて大量な詩を導いた衝動のなかに、それらの詩
を決定的に位置づけることはできないだろうJと書きながらも、プレイクの詩の影響をうけた
c.JウエJレズの『ヨセフと彼の兄弟.](1824)にもふれ、ブレイクの詩を:ElilN1:可能なイ'11':I~~~Iへと引
き寄せようとしている1020 このような願望が、ロセッティのSelectionsの編集方針になったの
だろう。[ロセッティとブレイクJl(1944)を著したケリソン・プレストンは、ロセッティは「人
びとがこの奇妙な新しい作家を笑い、彼の偉大な重要性を11み損ねないように、あたかもロセッ
ティ自身の秘密の魂をあらわにするかのように、入念さと繊細さを示しJてブレイク作品を編
集したことによって、批判もされたが、生前得ることのなかった名声をプレイクに与えるのに
成功したと述べる1030ただ、ロセッテイはブレイク作品が誰にでも聞かれるものではないこと
も了解している。しかし、その作品を慨する者にはブレイクは f独り住んだ遠く離れた庭で自
身のために育てた新しく克たことのない果実をH首り、あるいは彼らが決して旅することない土
地で愛することを学んだ'ワインを彼らに注ぐだろうjと、ロセッティ自身がブレイク作品から
|床わった~上の喜びを書き留めている 104 0
こうした記述は、ロセッテイが自身をプレイクの後継者として考えたことを裏書するものだ。
ジぇローム・マッギャンは、ロセッティにとって芸術は、「芸術のための芸術」ではなく、「並外
れたアイデアのためjの芸術であり、「再現的なイリュージョンを得意に表現するというあらゆ
る希望を捨てることを決意した、一種の反芸術である」と述べている1050 ロセツチイは、「内
省J を芸術の71~ を :ìlTIして表したが、その表現行為は「校J を I=j]付けるものではなく、「生きてい
る魂の恐れと欲望をあらわにするJという「献身的な行為」でもあった刷。この点で、ロセッ
ティはブレイクが作った道を歩いた詩人であり画家だった Q パーマーもまたその道をブレイク
によって直接示された一人だった。パーマーは、プレイクと交わした最初Jの会話で、灰色の告
で見つめられながら、「君は恐れと震えを感じながら描いていますかjと聞かれたという。「イ
エスjと答えたパーマーに、プレイクは「そうであるならば、そうあり品売けなさい」と返して
72 IJI仁i
いる1070 I恐れと震え」を描くパーマーと、魂の恐れに芸術の71~を与えたロセッティは、ブレイ
クが孤独に歩いた道をたどった二人だ、った。その彼らが、ギlレクリストのプレイク伝を媒介に
して出会ったのは、ひとつの運命だったといえるかもしれない。後年、ロセッティはパーマー
についてこう述べている。 I完全に存在する霊的な力の出現はこれまで、パーマーの作品が表
すほどにその土地の風景の力と結びついてはこなかったことは雌かである。もっとも、ブレイ
クの場合のように孤立してはいないがoJ108 
6.ブレイク再評価のなかのパ}マー再詳細fi
一一プリミティヴイズムから I~[美主義へ
ロセッティが弟とともに尽力したギルクリストの fウィリアム・ブレイクの生涯jの出版に
より、ブレイクが評1ilされるようになり、またそのなかでパーマーら「古イt人たち」の活動も
世にまIJられるようになったことは、きわめて興味深い。アンは、行手Jで、ジョン・リネル、サ
ミュエル-パーマーにも謝意を記している。
すでにパーマーが 1855年8月23日にギルクリストに宛てた書簡については言及してきた
が、ギルクリストはそのブレイクへの親愛の情に溢れた長い手紙の全文を『ウィリアム・ブレ
イクの生涯』に掲載している。その一部をふたたび抜粋する。
彼の知識は多様で広範間にわたるものでした。彼の会話にはきわめて神経質なところが
あり、また才気縦横のところもありましたので、そのとき記録していたら、それは彼の特
牲について多くの観点を与えただろうし、彼の作1131だけしか知らない者が評価するにあた
り、彼を軽んじるなんてことは決してなかったでしょう。
彼のなかにただちに「造物者JI創造者ムすなわち、いかなる時代でもわずかにしかいな
い者の一人、ダンテのふさわしい仲間を認めたでしょう。彼はエネルギーそのもので、周
囲に燃え立つような影響力を放っていました。生命がかもしだすムード、理想の横溢。彼
とともに m舎を歩くことは事物の]I~を通して美の魂を知覚することでした。陰害警な高い建
物の間に、彼の書斎の窓から、テームズとサリーの海岸がちらりと見えました。その建物
は、近くに住む男がもっ一種の壮大さを帯びていました。ブレイクのような人を知らない
人はこのことを笑うかもしれません。しかし彼については、これが純然たる真実なのです。
彼は仮面をつけない男でした。彼の自的は一つで、彼の道は真っ痕くいで、彼が欲するも
のはわずかでした。だから、彼は I~! 1::で気高く幸福でした109
ヴォーンも指摘したように、パーマーは、カニンガムが表した狂気をそなえたブレイクのイメー
ジを消し去り、まっすぐで誠実な天才としてのブレイク像を立ち l二げようとしたことがこの手
紙からも窺えるだろう 110口次の記述も、そんなパーマーの意図を伝える p
彼の自は見たことのあるなかで最も美しいものだった。 輝いているが、視線はあちこち
IT主代人たちJからラファエル前d氏、そしてD、G.ロセッテイへ一一A ギjレクリスト fウィリアム・プレイタの生iH誌を媒介として 73 
移ることはなく、澄み波町、多念がなく、しかも感受'I~I:に富んでいた。 lヨは天才的な:才能
でひらめき、あるいは思いやりで和らいでいた。ずる賢さや偽りはその日のもとにひるん
でいたが、!ヨはそれらにかき乱されてはいなかった
ヴォーンはまた、ブレイク再評1ilJ]が、ブレイクがi'MiI~~I したヴィジョンへと想像力をもって至
ろうとしたパーマー自身の再評価につながったことに注目した 1863年、ジョン・ラスキン
の弁護士L.Rヴァルピイがオールド・ウォーターカラー・ソサイエティの冬季展覧会に出品さ
れたパーマーの〈薄明一一橋の側の礼拝堂)(1863)を児て購入を申し出て、さらにパーマーに
制作の依頼をしたのだった。パーマーは、ジョン・ミルトンの詩『ラレグロJと『イル・ペン
セロソJを描くことをヴァルピイに提案し、以後17年間死の時までこれらの詩を描き続け、 8
枚の水彩TIffiを残した。『ラレグロJと『イ jレ・ペンセロソJはブレイクが描いた詩でもあっ
また、 i司i時期に、ノ fー マーは、ウェルギリウスの f詩選Jの級司1をttみている。 18726:1三、この
翻訳を終えたパーマーは、美術評論家 P.G.ハマ一トンのアドバイスにより、挿絵をつけること
にしたが、死によってプロジ、エクトは未完に終わった Q
ハマートンは、ブレイク{云出版によるブレイク再評価の波のなかで、パーマーの芸術を手手評
価した一人だった。ラファエル前派兄弟団のTIffi家であり、美術批評家になった F.G.スティー
ヴンズも同様にパーマーを評1ilし、ハマ一トンが創刊した fポートフォリオjに寄せたパーマー
論で、彼を i[古代ギリシャの]ドーリア人のムードをそなえた酪家Jと呼んだ。そのムードと
は、 i長乱な夢想や甘く知的な，守、'1脊を楽しむことではなく j、牧歌iおな詩が感じられる薄明や朝
焼けを描いたパーマーの作品の美しさをよりかけがえのないものにするムードであるス
ティーヴンズは、パーマーの初期作品にいち早く注目し、 1825年のセピアのドローイングにつ
いて「作り手に幻想として現れたようなアルカデイアを垣間見せてくれるJ作品として詳細に
記述する。たとえば、〈森の縁? 13)については、 f情趣は完撃で、あり、もっとも厳格な古代
の規則のもと作られた浅浮彫りで伝えられるとしても、この情趣はそれに劣るものではほとん
どないQ ここには、慣;習からVMU~た、芸術家の独創的な詩的なインス1!レーションがある J と
称えるI140 さらに、別のセピアのドローイング《麦で?1lijたされた 1炭谷)(図12)のなかには日itr
粋な、哀愁にi1i¥jちた牧歌jを見る。
スティーヴンズは、ブレイクの影響を、こうした初期の作iziではなく後期の{乍品に認めつつ
も、パーマーの「創意に富む才能jにはほとんどブレイクは影響を及ぼさなかったと述べた。
先に記した、ブレイクがパーマーに「恐れと震えjについて開いたという最初の会話は、じつ
は、パーマーがスティーヴンズに宛てた手紙 (1871年 1]月1日付)のなかで明らかにしたもの
である。この手紙を掲載したパーマー論において、スティーヴンズがブレイクの影響からむし
ろパーマーを解放しようとしたのは、驚きである。スティーヴンズにとヮて、パーマーは、慣
習から離れて独創的で詩的な情趣を回国に表した画家であり、後期の作品で、はその'1育j也の表現
を大気ヤ光、温かさ、ムードの表現へと歪らしめた自家だったO この~-'Fにおいて、パーマーが
プリミテイヴな様式で、tUiいたセピアのドローイングが、「芸術のための芸術jを訴えたIJ佐美主義
の言葉で語られる作jilへと接続する。
けれども、興味深いことに、この「芸術のための芸術jというモットーをイギリスで最初に
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j羽、いたのは、詩人 A.C.スウイシバーンであり、しかもギルクリストのブレイク伝についての
書評として当初着手されたエッセイにおいてであった1150スウインパーンは、ギルク 1)スト亡
き後 fウィリアム・プレイクの生涯』の出版に向けて作業をするロセッティのチェルシーの家
に同居していたが、ブレイク伝の出版については、出版者のマクミランとの折り合いが悪く、
協力を拒んだ白アラステア・グリーヴカ宝注目したように、ロセッティは、ギルクリストの 『ウィ
リアム・ブレイ クの生涯jのなかで「色彩と韻律、これらは絵図と詩における気高さを示す真
なる特権であり、あらゆる知的な主張の上位にある。そしてこれらによって、ブレイクは両方
の芸術において、彼から奪い取ることのできない地位を占めている。」と述べていたi160 ロセツ
ティの傍にいたスウィンノすーンは、このような言葉を1佐美主義の鼓動のなかで拠え、ギルクリ
ストの、そしてロセッティ兄弟のブレイク伝の書評として書き始めた『ウィリアム・ブレイク
一一ー批評的エッセイjで、「まず芸術のための芸術。その後でわれわれは、残りのものすべてを
芸術に付け加えるとしよう(そうでなくても、芸術はそれを過度に気にかける必姿はほとんど
ない)Jと書いたのであるii70スウィンバーンは、このエッセイ(ウィリアム・マイケルに捧げ
ている)で、「芸術のための芸術からもたらされ、芸術という手段によって作}有した彼自身の信
念」をプレイクがもっていたとも記したは80 けれども、ロセッティにと。てブレイク作!日は、
前述したように、自身の芸術と同様に、 17イデアJを映し出す媒体であり、むしろ、再現を目
指す芸術に対抗したという意味で 1文芸術jを具現していたのであり、「芸術のための芸術Jよ
りもいっそうラデイカルな方向性を示していたοパーマーにとっても、ブレイクはヴイジョン
を通して「高次のリアリティ」を現した芸術家であり、パーマーみずからもそのヴィジョンへ
とプリミティヴ芸術のアプローチと想像力を用いて近づいたのだった。だが、スティーヴンズ
は、パーマ一作品を「芸術のための芸術」を表す1佐美主義的な感性のなかで捉え、その独創的
な詩的j武景を称えた。 1870年イて以降、ウオ lレター・ペイタ一、オスカー・ワイルドらによって
ロセッティは、まさにスウインパーンが fウィリアム・ブレイクJで用いた月布告である「芸術
のための芸WrJをすすめる一派の創立者としてみなされるなかで、スティーヴンズはパーマー
の後期作品の独創性を創刊ilして、彼をロセッテイ・サークルのn佐美主義の芸術のなかに位置づ
けたのだ。ラファエル前派兄弟 I~Iのメンバーだったスティーヴンズにより、パーマーはこのと
きロセツテイ・サークルのなかに含み入れられたのである。
おわりに
1佐美主義の芸術がロンドンのギャラリーを飾っていたなかで、ロセッテイはむしろ、彼のパー
マー許にあったように、パーマーの風景画のなかにはみられない、「ブレイクのように孤立したj
霊的な力を求めていたのかもしれない。その力は、 ロセ ッティが 「芸術のための芸術」よりも
希求した、抽象的な「アイデアjを形にするという再現を否定した IJ文芸術Jのなかに潜んで
いるものだ。「古代人たちjがブレイクの影響下で、ヴィジョ ンに31;を与えた、あのプリ ミテイ
ヴな様式で、1WiiJ、れた小J1こそに、ロセッティはみずからの芸術と近しいものを感じたにちがい
ない。ロセッティとパーマーをつないだラインは、プリミティヴな I~:T世芸争1fT" そしてブレイ ク
1 71l 代人たち」からラフí' Jニル前派、そしてD. G。ロセッティヘー-A ギルクリスト i ウィリアム・プレイクの~: i庄j を銀介として 75 
の霊的な芸術から51かれている。
1880 :tl三にギルクリストの『ウィリアム・ブレイクの生涯Jが再版されるにあたり、ロセッテイ
は手を加えている。当時、彼は、スウェーデンボルグのネIjl秘思想、にさらに探く傾倒し、また
1840年代に夢中になヮたエドガー・アラン・ポーの詩にふたたびインスピレーションを求めて
いたロセッティがギjレクリストのブレイク伝が再版されるにあたり、どのような手を加え
たのか、この点についてはヰ寓を改めることとするが、そのときロセッティは再度、ブレイクと
向き合いながら、パーマーら「古代人たち」の回想にふれる機会を得たことを強調しておきた
いロセッティは干ヰI反の年、「ウィリアム・ブレイクJと題したソネットを書いた。この詩
は、ロセッティを介してラファエル前派の芸術家たちと親しくなフた酪家フレデリック・シー
ルズが描いた《ウィリアム・ブレイクの作業場と死の床、ファウンテン・コート 3番地、ストラ
ンド)(1玄123)に寄せたソネットだ、ったc
これがあの場所である。ここでも、不屈な魂、
ひるまない手は、動きつづけた。あの奥まったところにまで、
まさにこのベッドのよで、彼の命は、新しい誕生をあずかり、
去っていった。あそこの川の薄黒い浅瀬、
そこに向かつて密集してつくられた蛇行する小道がI~rj かれる、
彼の作業場の窓に医して、そこから彼の I~I が見つめていた、
あてどなくさまよう思考、そこで見つめるものにではなく
束縛を逃れた、戻り道のないゴールの方へと
5年ほど前、ブレイクがパーマーやリッチモンドら「古代人たちjを微笑みとともに迎えたの
は、この場所、ファウンテン・コート 3番地の部屋だった。
1880年12月、ギルクリストの『ウィリアム・ブレイクの3ミ涯Jは、フレデリック・シールズ
がデザインしたカバーを縫って再版された。それからまもない 1881年5月24Iヨ、パーマ}が
j妻、を引き取ったO ロンドンのファイン・アート・ソサイエティでI~司かれた回顧展のカタログを
執筆したのは、スティーヴンズだった1220 この展覧会を見た『アスィーニアムjの評者は 11月
5日の追悼記事で、パーマ一芸術へのリネルとブレイクの影響の大きさを認めて、次のような
言葉を最後にパーマーに!!留った。「パーマーは、壮麗で荘厳な光と影と色彩の世界に生きた。
彼の思考は牧歌的で、彼のIJ'Ii:lは傑作で、あり、古代の絵蕗の精神が患づいている。J123 
ノfー マー逝去から約一年後の 1882年4月10白、ロセッティもこの世を去る。ロセッティが
1民るケントj十iパーチントン・オン・シーの小さな教会には、シールズがデザインしたステンド
グラスがi荻められているc
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